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１－１ 概要

２

令和８年度当初予算額：347万円

（２）課題等
◯ 40 歳未満の末期がん患者は、40 歳以上が対象となる介護保険制度の対象外であることから、
在宅療養に係る費用の支援を受けることができず、経済的負担となっている。

○ 県は、令和４年度より事業を開始したが、実施市町村は、令和７年度現在、県事業開始前から
実施する市を含めて11市町にとどまり、居住市町村によっては支援を受けられない。

（１）目的
◯ 40 歳未満の末期がん患者の方が、住み慣れた自宅で最後まで安心して自分らしい生活
ができるよう、在宅生活に必要な経費の一部を補助し、患者とその家族の負担を軽減する。



● 令和８年度の市町村の実施状況（予定）

３

継続実施
   （11市町） 

令和８年度開始予定
（９市町村）

      実施：20市町村     未実施：13市町



○ 住民からの要望や相談がないため。
○ 対象となる若年がん患者の人数（ニーズ）を把握できないため。
○ 市町村の人口規模から、対象者がほぼいないと考えられるため。
○ 他の施策を優先するため、もしくは今後他の施策との優先順位を検討していく必要があるため。
○ 近隣市町村でも未実施であるため。近隣市町村の状況を把握できていないため。
○ 財政状況が逼迫しているため。

● 事業開始を見送った主な理由

４
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（１）事業内容
市町村が、在宅生活に係る経費の一部を助成する事業を実施した場合に、その費用の一部

  （１／３）を補助する。
    ＜在宅生活に係る経費(例）＞
    ○ 在宅で生活するために必要な福祉サービスに係る費用
   （訪問介護、訪問入浴介護等）
    ○  福祉用具・介護用品の貸与又は購入等に係る費用

（２）事業イメージ

県 市町村 40歳未満の
末期がん患者

① 申請

② 補助

③ 事業に要した費用の１／３を補助

（上限：54,000円／１人あたり・月 
× 利用月数）

１－２ 概要
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（１）県内若年がん患者の状況

2－１ 若年がん患者支援について

罹患者数 死亡者数

令和３年 1,650人 149人

令和２年 1,556人 148人

平成元年 1,650人 152人
出典：全国がん登録

対象数は、各市町村の人口比からすると、決して
過分なものではないと思われます。

【参考】罹患率が高いがん種（全国）
１位 ２位 ３位

0～14歳 白血病<38%> 脳腫瘍<16%> リンパ腫<9%>

15～19歳 白血病<24%> 胚細胞腫瘍・性腺腫瘍<17%> リンパ腫<13%>

20～29歳 胚細胞腫瘍・性腺腫瘍<16%> 甲状腺がん<12%> 白血病<11%>

30～39歳 女性乳がん<22%> 子宮頸がん<13%> 胚細胞腫瘍・性腺腫瘍<8%>

出典：小児・AYA世代のがん患者データ2009～2011（国立がん研究センター）
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（２）県内若年がん患者の分布（二次保健医療圏別）

2－２ 若年がん患者支援について

横浜 川崎北部・南部 相模原 横須賀・三浦 湘南東部 湘南西部 県央 県西

令和３年 944人 367人 142人 141人 164人 133人 202人 55人

令和２年 808人 361人 131人 114人 119人 125人 152人 62人

令和元年 876人 308人 136人 131人 137人 130人 178人 61人

出典：地域がん登録

補助額（総支出額×1/3） 利用人数 利用月数

合計 1,456,000円 50人 216月

（３）令和６年度補助金交付実績（７市）

※P.6「（1）県内若年がん患者の状況」とは出典が異なるため、合計数は一致しません。



８

【参考】国への提案

２－３ 若年がん患者支援について

県では、令和４年度から、国に対して、国が全国一律で支援を行うよう提案。

※令和８年度も引き続き提案予定。

＜令和８年度国の施策・制度・予算に関する提案＞（令和７年７月）
末期がんの若年がん患者が、住み慣れた生活の場で安心して自分らしい生活を送れるよう、

在宅で生活するために必要な福祉サービスに係る経費への国の支援制度を早期に実現すること。

（４）患者・家族等の声
・ 自宅で、介護費用等の支援を受けながら、家族と一緒に最期まで充実した時間を過ごすことが
  できた。
・ 住んでいる市町村で、受けられる支援に差が生じないようにしてほしい。



３ 令和８年度スケジュール

令和８年 令和９年

４月 ５月 ８月頃 12月頃 ３月 ４月

交付申請 交付決定
９年度実施
見込調査

８年度所要額
見込調査

変更交付申請
期限

各市町村へ
支払

未実施の市町村におかれては、実施について、ぜひご検討をお願いします。
県HPにて実施自治体の情報を掲載しています。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/nf5/ganntaisaku/shyouniaya.html

９

※ 年度途中でも交付申請可

問合せ先
健康医療局 保健医療部
がん・疾病対策課 がん・循環器対策グループ
電 話：045-210-5015
メール：cancer_health@pref.kanagawa.lg.jp
担 当：柘植
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